(水 戸の 武士 早川弥 五郎が、 清国 上海 へ 漂流し、 十数 

年間 上海に 居り、 故郷の 友人 吉田惣 蔵へ、 数回 長い 消 

息をした。 その 消息 を 現代 文に 書き かえ、 敷衍し 潤色 

した ものが この 作で ある。 —— 作者 附記) 

友よ、 今日は 「鴉片 を 喫む 美少年」 の 事に ついて 消 

息しょう。 

たけな わ きっさ 

鴉片 戦争 も 酣 となった。 清廷の 譎詐 〔# 「譎詐」 は 

底本で は 「譎作 匕と 偽瞞と は、 云う 迄 もな くよ くないが、 

英国の やり 口 もよ くないよ。 



いや 英国の や リロの 方が、 遥かに もっとよ くないの 

だ。 

何しろ 今度の 戦争の 原因が、 清国の 国禁 を 英国 商人 

が 破り、 広東で 数万 函の 鴉片 を 輸入し —— しかも 堂々 

リ ようこう リん そくじょ 

たる 密輸入 をした の を、 硬骨 蛮勇の 両広 総督、 林則徐 

が 怒って 英国 領事、 エリオット を はじめと して 英国人 

の 多数 を、 打尽 して 獄に 投じた ことなの だからね。 

が、 まあ そんな こと はどうで もよ いとして 「鳩片 を 

喫む 美少年」 の 話 をしょう。 

僕と いえ ども 鴉片 を 喫む の だ。 他に 楽しみがない の 

だからね。 日本 を 離れて 八 年になる。 △△ 三年 X 月 口 



の だよ。 勿論 妻 も 子供 もない から、 君 侯の こと や 朋輩 

のこと、 5 わけても 君、 吉田惣 蔵 君の こと を、 何事 

につけても 思い出す の だが ね。 

ホ アンプ— 

黄 浦 〔# ルビの 「ホ アンプ ー」 は 底本で は 「ホア シプ ー 匕 

河の 岸に 楊柳 の 花が 咲いて 散って 空に 飜 えり、 旗亭 

や 茶 館 ゃ画舫 などへ、 鵞毛の ように 降り かかる 季節、 

四 五月の 季節が 来よう ものなら、 わけても 日本が なつ 

かしくな るよ。 

楊柳の 花！ 楊柳の 花！ 

友よ、 友よ、 楊柳の 花の よさ は、 何と 云ったら よい 

だろう！ 



詩人 李 白が 詠った つけ。 —— 

ようかお ち つ くして しきな く 

楊 花落尽 子規 啼。 

きくなら くリ ゆうひよう ごけい をす ぐと 

聞 道 竜標過 五渓。 

われし ゆうしん を よせてめ いげつ にあた う 

我 寄 愁心与 明月。 

かぜに したが つて ただちに やろうのに しにいた る 

随風直 到夜郎 西。 

詩人 王 維 も 詠った つけ。 —— 

かがい こうとう ざして かえらず 

花 外 江 頭 坐 不帰。 

すいしょうき ゆうでん うたた ひび 

水晶 宮殿 転霏微 。 

とうか こまかに ようか をお つてお つ 

桃花 細 逐楊花 落。 

こうちょう ときには はくちょう を かねてと ぷ 

黄鳥 時 兼 白鳥 飛。 

が、 今 は 楊柳の 花が、 SK の 心 を 感傷的に する、 そう 



るの だが、 そうでない 君の ような 人間が、 突然 こんな 

部屋へ やって来たら、 その 陰惨と した 光景に、 きっと 

眼を蔽 うこと だろう よ。 
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僕 は 入口で 金 を 払い、 中へ 入って 一 つの 寝台へ 上つ 

た。 そうして すぐ 横仆 わり、 先ず 煙 燈へ火 を 点じ、 そ 

れ から 煙 千 子 を 取り上げた。 それから 煙 筒に 入れて い 

る 液へ —— つまり 一回分の 鴉片 液な の だが、 その 中へ 

煙 千 子 を 入れ、 鴉片 液 を 煙 千 子の 先へ 着け、 それ を 煙 

燈の 火に かざした。 つまり 鴉片 を煉り 出した の だ。 



その 少年が それ だ つたの だ。 この 物語の 主人公 だ つ 

たの だ。 

そうし はん 

名 は？ さよう、 宋思芳 と 云った よ。 

(云う 迄 もな く 後から 聞い たんだが ね) 

宋思芳 は 鴉片 を煉リ 出した。 

ところが どうだろう、 その 煉リ方 だが、 問題に もな 

らず 下手な のさ。 

君に は 当然 解るまい と 思う が、 鴉片の 煉リ方 はむ ず 

かしく、 上手に 煉 ると 飴の ようにな るが、 下手に 煉る 

とバ サバサ して、 それ こそ 苔の ようにな つ てし ま つ て、 

鴉片の 性質 を 失って しまい、 そうして 煙 斗へ 詰める こ 



の 優し さ、 又もや 僕 は 恍惚と してし まった。 

僕 は それから その 少年の ために、 鴉片 を煉 りながら 

話しかけた。 
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「これ 迄 喫った こと はない のです か？」 

「鴉片 を 喫う の は 今日が はじめてです」 

「なるほど それで は煉れ ない はず だ。 …… がそれ なら 

鴉片なん か 喫わない 方が いいので すがね」 

「こんな 大戦 争 を 起こす 程に も、 みんな 喫いたがる 鴉 

片 なのです から、 私 も 喫いたい と 思い ましてね」 



「そう、 誰もが そう 云った ような、 誘惑 を 感じて 喫い 

はじめ、 喫って その 味 を 知った が 最後、 みすみす 廃人 

となる の を 承知で、 死ぬ まで 喫う のが 鴉片です よ。 … 

…全く 御 国の 人達と 来て は、 鴉片 中毒 患者ば かりです」 

「御 国の 人？ 御 国の 人です つて 9 では 貴郎は 

外人な のです か？」 

(しまった！) と 僕 は 思った よ。 

とうとう 化けの皮 を 現わして しま つ た。 

友よ！ 僕 はね、 八 年 もの 間、 この 支那の 国に 住ん 

でい るので、 言葉 も 風俗 も 何も彼も、 すっかり 支那 人 

になり きる ことが 出来、 誰に も 滅多に 疑われなかった 



出した のさ。 

女が 男 を 恋する ような 情 を。 

僕 は 同性 恋愛 者で はない。 が、 宋思芳 が 前に 云った 

通りの、 世に も 珍しい 美少年だった ので、 そういう 彼 

のそう いう 情愛が、 僕に は 不自然に 感ぜられなかった。 
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さて、 それから 一月 ほど 経った。 にわかに 宋 思芳少 

年が、 鴉片 窟へ姿 を 見せ なくなった。 すると 僕 は 恋し 

い 女と、 不意に 別れた それの ような、 寂寥と 悲哀と 嫉 

妬 さえ も、 強く 心に 燃える ようになった。 



(いっか 俺 も あの 女 を —— 女の ような あの 美少年 を、 

恋して いた ものと 思われる。) 

そう 僕 は つくづく 感じた。 

そういう 心 を 慰める ため、 僕 は 旅へ 出る ことにした。 

(揚子江で も 溯つ てみ よう！) 

で 僕 は 出発した。 もう 楊 花 は 散り 尽くして しまい、 

梨 の 花が 河の 岸 あたりに、 少し 黄 味 を 帯びた 白い 色に、 

—— それ も 日本の 梨の 花の ような、 あんな 淡 薄な 色で 

なく、 あんな 薄手の 姿で なく、 モク モクと 盛り 上 リ団々 

と 群れて、 咲いて いるの を 散見しながら、 岸に 添って 

僕達の 船 は 上った。 戎克、 筏、 帆 を かけた 筏 —— その 



「奥様で はない、 愛人 だよ」 

英国 兵な ど は 気散じな もので、 微笑し ながらそう 教 

えて くれた。 

僕 は その 夜 町の 中央の、 XX 亭 という 旅館へ 泊まつ 

たが、 どうに も 眠る ことが 出来なかった。 

さまよ 

そこで 町 を 彷徨った。 

もう 明け方に 近い 頃で、 月が 町の 家並の 彼方、 平野 

の涯へ 落ち かかって いた。 

と、 不意に 道の 角 を 廻り、 この辺り に 珍しい 二 頭 立 

の、 立派な 馬車が 現われた が、 その上に 海軍の 将校 服 

をつ けた、 半白の 髪 をした 英国人と、 支那 少年と が 同 
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それに ついては いずれ 語ろう。 

そう、 いずれ 語る としょう。 が、 今 はそんな ことよ 

り、 その後 僕が 遭遇した、 世に も 奇怪な 出来事に つい 

て、 消息す る 方が いいよう だ。 

友よ、 それから 一 力 月経った。 

その 時 僕の 家の 玄関に、 厠で 使う 紙の 面に、 

「明後日 迎 い に 参る 可く 候」 

こういう 意味の 文字が 書かれて あり、 心臓に 征矢 を 

突き刺した 絵が、 赤い 色で 描かれた ものが、 針に よつ 



とにかく こうして 当日と なり、 その 日が 暮れて 夜と 

なり、 その 夜が 更けて 深夜と なった。 桂華徳 街の 百 〇 

参 号、 そこが 僕の 家な の だが、 果たして その 処へ 一挺 

の轎 が、 数人の 者に よって 担い 込まれた。 

僕 は 新しい 衫を 着け、 そうして 新しい 袴 を 穿いて、 

懐中に 短刀 —— 鎧 通 〔# ルビの 「よろい どお し」 は 底本 

かねさ だ 

では 「ろよ いどお し 匕 さ、 兼定 鍛えの 業物 だ、 そいつ を 

呑んで 轎に 乗った。 

(淫婦 どもめ、 思い知る がいい！) 

こういう 心 持 を 持ちながら、 轎に 乗った という もの 

さ。 



いるの だよ。 そうして その 廊下の 行き止まりに、 一 つ 

ず つ 小さな 婦人 部屋が あり、 そ ， J に 会員 達が いるの だ 

そうだ。 又、 階段 を 下り 切った 所に、 同じく 小 広い 部 

屋が あり、 その 部屋から 今度 は 一 筋の 廊下が、 一 方の 

方へ 通じて 居り、 その 行き止まりに 風呂場が ある。 そ 

うして その 風呂場の 一方の 壁に、 秘密の 扉が 出来て 居 

り、 そこ を 出る と 廊下と なる。 この 廊下 は 充分 長く、 

そうして 風呂場と 平行して いて、 そうして 左右に 部屋 

が あるの だ。 そうだ、 いくつかの 寝室が。 会員の 数 だ 

けの 寝室が。 

で、 召された ミメ ヨキ 男 は、 先ず 風呂に 入れられて 



く 中 は、 女達の 欲望の 消えない 中 は、 無限に 繰り返さ 

れて 行く の だよ。 

友よ、 そういう 加華荘 舎へ、 僕 は 招待に あずかった 

の だ。 そうして 今 云った 手順 を 経て、 一 つの 寝室へ 通 

された。 その 寝室に は 寝台が ぁリ、 寝台に は 鴉片の 装 

置が ぁリ、 酒 を 飲む ように もな つていた。 ほのかな 

燈火 もと もされて いた。 僕 は 寝台に 横にな り、 

(来 や がれ、 淫婦 ども？) と 思って いた。 

とうとう 女 はやって 来た。 

外から 部屋の 錠 を 外し、 内へ 入る と 錠 を かい、 平然 

として 近寄って 来た。 彼女 等 はすつ かり 慣れて いるの 



そうして 僕 は 青 封 巾 会員で、 この 会員で あるが ために、 

生活す る ことが 出来て いるの だよ。 

今日 彼女 は 僕に 云った つけ。 —— 

I 妾、 グレ ー と エリオットとの 二人へ、 女装 をしたり 

男装 をしたり して、 自由に 体 を 任 かせた の も、 紅 封 巾の 

頭から 命ぜられ たので はなく、 自分から 進んで やった 

のよ。 そう やって 二人 を だいなしにして、 殺して やろ 

うと 思 つたから だ わ。 でもとう とう エリオットの 方 は、 

妾から 鴉片 を 進めた のに 乗って、 鴉片 を 喫い 出した の 

で 頭 を 悪く し、 昔の あいつ じゃァ なくなつ たし、 グレ— 

の 方 は あんな 具合に、 貴郎に 殺して 貰った し、 妾の 目 
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